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多読と精読
――外国語コミュニケーションのための実践的アプローチ――
Extensive, and Intensive or “Close” Reading: 












































































































換」期を示す７。今日 ALT （Assistant Language 
Teacher）と称されている外国語教育に携わる海外出身






















































































































































ロ ン グ マ ン （ Longman Dictionary of Language 
























































































このアンケートを実施したのは, 2019 年 9 月 18 日か
























 （2）研究の内容に関する調査項目（表 1）   （n=4） 































・ 要約の Reading。 
・ 要約。 
・ どちらかといえば精読ですが,あまり精読をやった
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